
「鹿島小学校のツーロ（盆灯籠）伝承活動の取組」 

 

１ 学校名      

薩摩川内市立鹿島小学校 
 
２ 学年・人数 

  ３年 ７人  ４年 ４人       計11人 
 
３ 日時・場所 

⑴ 学習及び作成の日時・場所 
令和２年７月～11月      ふるさと・コミュニケーション科 

（全８回）      （鹿島小学校図書室） 
⑵ 発表の日時・場所 

   ①令和２年11月14日（土）  鹿島小・幼 学習発表会  
                  （鹿島地域コミュニティーセンター） 
   ②令和２年12月14日（月）～ 里港フェリーターミナル 
 
４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事や史跡について 

⑴ 名称 
ツーロ伝承活動 

⑵ 由来 
鹿島地域の初盆を迎えた家では，８月13日にツーロ一対と親戚や知人から送られ

た盆提灯を仏前に供える。また，15日夕方から墓前に，16日には地元の寺である徳

船寺にツーロを持ち寄って飾り，共同で故人の冥福を祈り供養する。これを万灯絵

と称し，灯籠流しの一つの形と言われている。 
手作りの盆提灯を飾るのは県内でも珍しく，甑島では鹿島地域だけである。平成

13年12月17日付で市有形民俗文化財に指定された。ツーロは誰でも容易に作れると

思われていたが，過疎化や高齢化等の理由により作り手が減少してきている。町民

にとっては身近な文化財のため，県内でも珍しく貴重な文化財という意識が薄く，

認識を高める必要があるとともに，教材化を図る意義は充分にあると考え，今年度

から中学年で実践を行った。 
⑶ 構成等 

   手作りの提灯で切り子の枠の四面に和紙を貼り，その外側に透

かし切りの家紋等を配し，蓮の造花を飾り付け，透かし切りした

縦長の和紙を垂らしたもので，全て児童の手作りで製作を行った。 
 
５ 保存会や地域との連携の具体 

  ふるさと・コミュニケーション科の中で制作活動等を位置付け，

地元の作り手である南重一郎氏の指導をいただいた。地域の歴史や

文化について知るよい機会となった。 
 

 

 

 



６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

 地元の作り手の方の協力をいただきながら，有形民俗文化財であるツーロ制作を通

して，地域に伝わる歴史や文化について理解を深めていった。また，地域へ情報発信

する機会として，学習発表会や公共施設にて展示することを目標とした。児童は学習

を通して，地域に伝わる有形民俗文化財について自分なりの考えをもつことができた。

市広報や新聞投稿も行い，広く情報発信を行った。 
 

７ 取組の様子（練習状況，発表の場等） 

        
          
 
 
 
 

 
 
 

作成の様子①             作成の様子② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習発表会での展示発表       里港ターミナルでの展示発表 
 

８ 参加児童・保護者・保存会・教職員等の感想・意見 
【３・４年生児童】 

・ 私はツーロのことを全く知りませんでした。実際に作ってみたら，思ってい

たより難しかったです。特に切り絵が細かくて大変でした。 
・ 今年のお盆はおばさんの初盆で，ぼくの家もツーロを準備しました。学校で

作ってみてとても大変と感じたけど，鹿島の大切な文化だと思いました。 
【教職員】 
 ・ 今年度初めて取り組んだが，児童の興味関心は高く，細かい作業に集中して

取り組み，徐々に完成する過程を楽しむことができた。また，学習発表会やフ

ェリーターミナルでの展示，新聞投稿等，地域への情報発信ができ，広く周知

できた。今後，学習過程を精選し，児童にとって地域の歴史や文化について学

ぶテーマ学習へと発展させていきたい。 
  


